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「京都大学の百年J （総集編）をまとめるにあたって
本冊子は， 「京都大学の百年」として 『京大広報』No.471 (1994年 9 月15日）からNo.518 (1997年11月）まで
合計27回にわたって連載された文章をまとめた も のある。 「京都大学の百年」は， 京都大学創立百周年記念事
業の一環として 『京都大学百年史』 が編纂されるにあたって， 関係史料収集の過程で明らかになってきた事実
や京大の歴史に関するエ ピ ソ ー ドなどを， 広く京大の構成員に知って も らい， 合わせてr百年史』の編纂に も
関心を持っても らおうとして始めた も のであった。 執筆には百年史編集委員会の専門委員があたった （個々の
文章の執筆者は次の執筆者一覧表参照）。
今回， 広報委員会よりのご提案をうけ， 連載終了を機会に「京都大学の百年」を総集編として一冊にまとめ
ることとなった。 連載時とくらべ， 大まかな時代順に文章を並べなおしたほか， 文章表現についても 執筆者が
若干の修正を行った。 改めてまとまった形でこれらの文章をお読みいただき， 京大の歴史について興味を持つ
ていただければ幸いである。
なお， 倉lj立百周年記念式典に合わせて百年史編集委員会ではr京都大学百年史』部局史編 （全3巻）， 『京都
大学百年史 写真集』， および小冊子r京大百年』 を刊行した。 本冊子 も 含め， それぞれの刊行物が独自の視
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－京都大学の百年一 執筆者一覧表
百年史編集委員会委員
第 1 回 94. 9. 15 「学内における記念植樹について」 西 山 伸
第 2 回 94. 10. 15 「京大の創立と「日出新聞」」 宮 本 盛太郎
第 3回 94. 11. 15 「明治の授業料」 海 原 徹
第4 回 94. 12. 15 「岡田良平総長と法科大学J 伊 藤 孝 夫
第 5回 95. 1. 15 「荒木寅三郎総長の宣誓式告辞」 嘱 波 護
第 6回 95. 2. 15 「朝永三十 郎の見た京大の学風」 筒 井 清 忠
第 7 回 95. 3 . 15 「戦前の京大における博士学位」 服 部 春 彦
． 第 8 回 95. 4. 15 「吉田キャンパスへの道」 高 橋 康 夫
第 9 回 95. 5. 15 「r史料神陵史』と舎密局 ～三高資料」 西 山 伸
第1 0回 95. 6. 15 「瀧川文庫にある京大 （瀧J 11）事件関係
記事のスクラップブック」 宮 本 盛太郎
第1 1回 95. 9. 15 「敗戦と京都帝国大学同学会」 伊 藤 之 雄
第 1 2回 95. 10. 15 「京都大学キャンパスの創設」 加 藤 邦 男
第 1 3回 95. 11 .15 「学長と総長のいずれが正しい職名なのか」 海 原 徹
第 14回 95. 12. 15 「草創期学生運動の群像」 伊 藤 孝 夫
第 1 5回 96. 1. 15 「京都帝国大学以文会と学生集会所」 稿 波 護
第16回 96. 2. 15 「京大論の構図」 筒 井 清 忠
第1 7回 96. 4 「昭和初期京大の入学試験」 服 部 春 彦
第1 8回 96. 5 「京大キャンパスと地域文化財」 高 橋 康 夫
． 第1 9回 96. 6 「『漫画日記』 に見る京大」 佐々木 丞 平
第2 0回 96. 8 「創立期の陸上競技運動会」 西 山 伸
第2 1回 96. 10 「京都帝国大学における祝日の変遷」 II 
第2 2回 96. 12 「京都帝国大学における祝日の変遷（続）」 II 
第23回 97. 2 「京都帝国大学の創立と第三高等学校
一一つの史料から一」 II 
第24回 97. 4 「京大における中庭J II 
第25回 97. 6 「倉lj立記念事業の歴史J II 
第26回 97. 8 「「京都大学」設置の構想、と九鬼隆一」 II 

















吉田神社は， 平安時代の貞観年中 （859 ～877)
に， 吉田二本松町つまり総合人間学部のあたりに創
建され， 現在地に移ったのは応仁の乱が終わってま

























1 997. 1 1  号外
に描いている。
附属図書館が所蔵する洛中格外絵図 （天明6年
(1786） ） は， 京大工頭中井家が作成した， 当時と
しては正確な絵地図であるが， それによると， 春日
の馬場の南に接して， もう一筋の道が描かれてい






さて， 北の馬場と南の馬場が一つの道になり， し ． 
かも「表」の参道と位置 付けられるようになる変化




































うである。 「慶応元乙丑歳 （1865 ） 十二月」という
350 
1 997 . 1 1  号外





























1 997. 1 1  号外
耳に障害あることなし」（「日 出新聞」明治20 年1月








覧之図」 明治 9 (1876 ）年）。 第三高等中学校用地
は旧尾州藩邸跡であり， 慶応4 (1868）年の「改正







































































































































































この三山はまた， 「香具山は 畝火雄々しと 耳梨































































く， 明治10 (1877）年2 月の改定では， 1学年9ヶ
月の計算で1等18円， 2 等9 円， 3等4円50銭と規
定しているが， 実際にはこの金額どおりに徴収した
わけではない。 明治9年度の年報は， 年間の授業料
収入を生徒数で害ljって 6 円85銭余を得ており， また
10年度の年報は， 同じく5円80銭余を算出している
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れる。 この辺は， 江戸時代の寺小屋や私塾の授業料
徴収のスタイ／レそのままである。
明治12 (1879 ）年9 月の大阪専門学校通則は， 本
科の授業料を1学期3円， 予科を 1 円80銭とした
が， 3学期制だから年間9 円， もしくは5円40銭と





148名で割ると 6 円67銭余となるが， これは前年度












7. 5倍であるが， これは 明治18 ( 1885 ）年 6 月の
「直轄学校生徒授業料大綱」の改定に伴うものであ
























































(19 80 年） があげられる。 同書は， 1, 000頁を こえ
る大冊で， 前記の貴重な史料を駆使しながら， 1869
年の舎密局の開講から1950 年の三高の終鷲まで， 平




ものとしては， 50 年以上前の19 42年に加藤竹男氏・
林屋辰三郎氏によってr稿本神陵史』の編纂が完了
していた。 これは， 原史料を前身各学校ごとに取捨
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が有り難いかぎりである（写真1 ' 2 はその一部）。
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れるであろう， とする説があることを伝えている。
木下は現実に初代総長となった人物である。 九鬼
は， 最近の「読売新聞」 (1989年6月 7 日付朝刊）




























は， 「京都大学総長に望む」（同年6月2 日） と題





























た必然的な結果というべきか， 第 1 期の入学生では
当時就学年限だった3年では卒業できなかった者が















































































念ながら第 1回のものではないが， 翌 1900 年の第2
回陸上競技運動会のプログラムが現存する。
これによると， 「ー 百メートノレ競走， 二 長飛，
三 二百メートノレ競走， 四 棒飛， 玉 市内諸学校
競走， 六 四百メートノレ競走， 七 第三高等学校競
走， 八 千鳥競走， 九 学土競走， 十 義勇旗競走
（隣県中学校）， 十一 綱引（第三高等学校生徒
本学学生）， 十二 啓発旗競走（隣県師範学校）， 十
三 千鳥競走（法科， 理工科）， 十 四 障碍物競走，
十五 槌拠， 十六 職員競走， 十 七 八百メートノレ
競走， 十 八 慰メ競走」となっていて， だいたいの
種目は想像がつきそうである（ちなみに最後の「慰
メ競走Jとは， 各種目で入賞できなかった者の競走










































朝 永三十郎の見 た 京大の学風
京都大学の創立期の頃の教官達は， 京都大学の学
風の特色を どのように見ていたのだろうか。 朝永三









点にまとめている（以下引用は， 朝永三十 郎 「京都


























属する哲学科だけについて言えば， 西 国 哲学という
ようなものとなって実を結んだのであった。 」
364 




















名なエ ピ ソ ー ドを紹介している。 すなわち， 狩野文
科大学長の奔走にもかかわらず， 内藤が学校教育の
経験のない新聞記者だというのでその教授就任に対



















以上， 1. 古典重視と新思想摂取のブレン ドによ
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ているわけである。







岡田良平 (1864 ～1934 ）は， 京都帝国大学の第2
代総長である。 初代総長木下贋次の辞職 (190 7年 7
月）後， 後任には世上しきりに人選難が伝えられ，
学習院御用掛の職にあった岡田が新総長に任命され
たのは， 同年10 月のこと。 やっと決定した新総長に
は， その手腕に大きな期待が寄せられたが， しかし
岡田総長が在任したのは結局， 翌 190 8年 9 月まで
の， わずか 1 年足らずのことであった。
岡田の生家は遠州掛川の代表的「豪農Jとして知
られ， ことに父の岡田良一郎 （1839 ～1915）は報徳
社の指導者として著名， 弟のー木喜徳郎 (1867 ～
． 別4 ） も東大法科教授にして同時に官界に活躍， 枢











なった観のある， さまざまな逸話が存在する。 例 え
ば， 次のようなもの。
その 1 岡田総長は， まるで小学校の校長か専門
学校あたりの学生監のように， 教授の授業参観をや







勘三郎 （刑法 ） は， ツ ト立ち上がって， 「総長はど
ういうつもりでこの会に 出席するのか。 ここにいる
ものどもを人間だと思って来たのか。 これらは皆天
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べきで あ る。 ただし， ここに注意すべきことが あ

























り， 衷心歓びにたえないものである。 ・ 」
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たのは「我が大学に在っては， 勉めて人物修練の事
に重き を 置か ざるべからず」 という徳育重視であ
り， 具体的には寄宿舎の管理強化といったものであ










付記 ： 岡田総長退職時の経緯について、 西山 伸
「一九O 八年京大岡田総長退職事件」（朝尾直弘教
授退官記念会、 『日本社会の史的構造』 1995年、 所













































部， 囲碁部 な どのクラブBOX に活用されている
（学生集会所） は， もともとは以文会が活動する会
場として， 明治44年 (1911) 1 月末に新築落成され
36 8 





















引退披露・ 古稀・ 来日五 十五周年記念 出版） と銘
うった回想録を， 『以文会友』（白水社， 1984年）と
題したのは， その一例である。 京都大学人文科学研

















大正 6 (1917）年3月1 日午後 7 時， 綾部町長楽
座において聞かれた「立憲思想普及会Jの政談演説
会の壇上には， 高山義三 ・ 田万清臣・古市春彦・津






日 出新聞』）。 しかし， 次なる演説会を予定して， 5
日に宮津に至った学生たちのもとへ， 大学から帰還
を命ずる電報が送 付された。 学生たちはその後の遊












(4日『大阪毎日新聞』）。 また 8 日午前には雄本朗
造・佐々木惣一両教授が山本学生監と懇談するとこ
ろがあったという（ 9 日『大阪朝日新関心 。 結局，
8 日午後の取調の結果， 当初懸念された， 学生たち
が特定の政治団体から金銭的援助を受けていたので









議会議事録）， 法科大学では翌 日日， 中島学長が学
生一同を大教室に召集して訓示をなした。
369 
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田万は戦後の『有信会誌』創刊号 (1954年）に，
こ のとき処分をめ く守って， 荒木総長にじきじきに呼
び 出されたが， 反対に総長をやり こ めてやった， 等
という回想記事を寄せているが， 真偽のほどは少し
疑わしい。 しかしこ れらの学生たちが， こ の処分に
ちっとも懲りなかったこ とは明白で， 高山は同年5
月の友愛会京都第一支部結成にあたって， 学生とし





お， 高山らのその後の経歴は周知の こ とと思うが，
念のため 付記すると， 高山は京都市長（1950 ～66








都学連事件」 であった。 検挙者のなかには， のちの
民族学者・石田英一郎， 憲法学者・鈴木安蔵らがい










年， 4・16事件の後， 学連解体のあとを追って， 12
月には最終的に京大社研も解体した。
のちの池田・佐藤両内閣の蔵相水田も， 学生時代
は間違いな く マノレクス・ ボーイであった。 勝間田
は， 国会質問のとき， 水田に対しては昔の友情で遠






荒木寅 三郎総長 の 宣誓式告辞



















の平津 興は， 『京大史記』 （19 88年）の巻頭言「京
大の創立九十周年に想う」と， 早石 修らとの座談

















橘女子大学研究紀要』 第21号， 199 4年）に譲るとし
て， 荒木は昭和4年 (19 29 ) 3月 に新城新蔵に交代
370 
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するまで， 14年もの長期間にわたって総長職に在任
したあと， 更に学習院長を8年も務め， 昭和17年
(19 42) 1 月 に枢密顧問官のまま77歳の全生涯を閉
じる。 荒木の逝去直後に企画された知友門下生によ
る詳細な伝記の刊行は， 15年後に古武禰四郎著 「荒
木 寅三郎』 （伝記刊行鳳会， 1957年11月 ）として陽
の目をみ， その前後に富田雅次「鳳岡荒木寅三郎先
生」が 『東京医事新誌』 (1957年5月 －58年7 月 ）
に11回にわたって連載された。 鳳岡は荒木の雅号で
ある。 両伝記ともに， 荒木の宣誓式告辞について特
筆し， 例えば大正 6 年 (19 17) 9 月 の告辞の全文が






話致しました。 今更特に 申 上ぐべき事はありませ
ぬ」と述べていることに明らかであろう。
ところで， 創立期の京都大学教授陣の特色を縦横
無尽に論じた文章として， もともと 『読売新聞』 に
連載された明治36年 （19 03 ）刊の斬馬剣禅r東西両
京の大学』 (19 88年に講談社学術文庫として再刊）
は有名だが， 連載が翌 年も続いたことは余り知られ




は， 彼れの智 識の決して其専門に限られ ざるにあ
り。 彼れは其専攻学科の医化学に於て既に海内無敵
なるの上に， 亦歴史， 漢詩等に於て， 多大の趣味を
有せり。 殊に彼れの作詩の伎何の如き， 実に近来の
逸材と称するに足る」とある。 総長時代の十 余年，





（前掲 『荒木寅三郎』 所収） に詳しい。
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が6倍であったのに対して， 帝国大学の平均は1 .7 
























昭和3 ～10 年には一部の学科， 専攻で毎年入試が行
372 
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われた。 中でも医学部は昭和10 年まで競争率が常に
2倍以上， しばしば3倍に達する最難関であった。
これに対して法学部は昭和5' 14, 16年の3回， 経
済学部は昭和10 , 14 ～16年の4回しか入試を行って
いないが， とれは両学部で第一次志願者が定員に満




2 月21 日 付および3月3 日 付のr京都帝国大学新





は入試が行われる。 まず 医学部では3月15, 16両
日， 化学， 動植物， 外国語， 数学， 物理の各科目に
ついて入試を行い， 農学部では3月 16, 17日， 農林
化学・農林生物両学科の入試を物理， 化学， 動物植
物， 外国語について行う。 また 「近来稀にみる入学
志願者の激増を来した」 経済学部では， 3月17日に




い， 科目は前者が数学， 物理， 口頭試問， 後者が数




物理， 化学， 図画の試験を3月 14, 15両 日 実施し，
翌 日面接を行う （なお外国語試験は各学部とも英 ・
独・仏語のうち一つ を選択する）。 以上， 昭和10 年






































田村氏は190 4（明治37） 年生まれ， 京大工学部電
気工学科を卒業， 19 33（昭和8） 年理学部地球物理
学教室の助手に就任， 講師， 助教授を経て1957（昭
和32） 年教授， 1968年に退官され， 1981年に逝去さ
れた。 雷雲の専門家だった。 田村氏は， 水彩画を趣
味にされていて， 19 31（昭和6） 年から翌 32年にか
けての一時期に， 旅行記， 京都の町の風景， 大学の
． 様子などを丁寧に描かれたのが 『漫画日記』 であ
る。
． 
例 え ば， 19 31年12月 7 日に開業した学生食堂の様
子を描いた絵がある（写真 1 ） 。 学生食堂は， 学友
（ 写真1 ) 
会共済部の運営によるもので， それまで本部地下に






250 名前後のところ， 朝食・昼食・夕 食それぞれ毎
日400 ～600 名前後の学生であふれていたらしい。 絵
を見ても分かるが， 新しい食堂はセノレフサー ビス制
をとっており， イメージとしては現在の食堂に近い
ともい え る。 それに， これも絵から分かることだ
が， 天井も高く， 従前の地下食堂とくらべ， いくら
かゆったりした気分で食事をとることができたので
はないだろうか。 地下食堂は r漫画日記』 でも評判
が芳しくなく， 真夏に食事している学生が皆 「アツ
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イ」 「 アツイ」「アツイ」と連呼している絵や， 文部
省主催の思想問題講習会のため 「地下室食堂混雑ヲ
キ ワ メ ヒルメシヲ食フニ都合 ワ ノレシ」と注記された
絵などもある。














吉氏のこと） ， 「明石」で泳ぎ， 「玉」（ ビリヤー ド）
で遊び， 「宝生流謡 一週間二回 ソノ他臨時モアリ」
「 昨 夜ハ一時半マデ、麻雀」「時ニハ飲ム」とあり，
思わず微苦笑が浮かんできてしまう（写真3 ） 。 も
ちろん当時の研究者が遊んでばかりいたわけでは決

















瀧 川 文庫 に あ る 京大 （ 瀧川 ） 事件関
係記事のス ク ラ ッ プ ブ ッ ク
瀧川幸辰の旧蔵資料から成る瀧川文庫の中に，
1933 （昭和8）年4月から1934年5月に至る聞の京
大（瀧） I ［ ）事件関係の新聞・ 雑誌の切り抜きや電報
などの貼つで ある， 4冊のスク ラ ップブックがあ
る。 第1 冊目の最初のページには， 1933年4月15日
付『京都日出新聞』 夕 刊の「法学生の教材 突如，
発禁となる」という記事 L 大畑書店よりの発禁を
伝える電報 「トクホン イマ ハツキンナツタフ ミ ス
ノレ」 が貼ってある（トクホンとは 『刑法読本』のこ
とである ）。 電報の宛名は「ヤマ シナマ チ ヒノオカ
． 二八 タキカ ワ コウ シン」 で， 受信局の日付は昭和
8年4月11日である。 ちなみに， 瀧川文庫にある瀧
川幸辰の名刺の裏面には， YU町fOKI T AKIKA WA 
とあるから， 通常タキガ ワ と発音される姓は， タキ
カ ワ と読むのが正しいようである。 大畑書店からの





図書館でみることのできる も のが多いが， 『婦人の
友』（『婦人之友』カ ）1933年 9 月号の「盛夏より新
秋へ」 という文章（口述筆記なのか も しれない ）
や， 瀧川夫妻の写真， 春雄さん（16歳 ）， 万理子さ
ん（14歳 ）， 栄子さん（12歳 ）は海へ行っておられ
なかったので写真に入っていただけなかったという
旨の一一瀧川家の家族構成がわかる一一編集部の文





組です。 ー ・ ー ・ ・ 思へば大学教授は責任の重い職業でし
た。 新秋の大気を一杯吸込んで， 新しい学究生活に
はいりませう」 と述べている。 他に も ， 『朝日グ ラ
フ』の風刺画が貼つであるページ も あり， その絵を
みると， 小西総長と鳩山文相が瀧川教授を双方から
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引き合っていて， 真中に， 「崇徳院 瀬を早み 岩
にせかる 〉 瀧川の われで も 末に あわんとぞ思
ふ」と書いてある。
研究者が大きな関心を寄せるのは， 瀧川の書き込












も のにほなか（マ マ ）らない」 と述べたという箇所
























和初頭の一文献を紹介してみ る ことにしたい。 タイ
トノレはそのものずばり 『大学評判記』であ る （榛名
譲著， 昭和8年， 日本公論社刊）。 なお， 正確さ
よりもオー ヴ ァ ーな表現などによって， おもしろく
読ませ る ことが主眼となってい る ことは予め留意さ
れたい。




対する 憤憩は， 期せずして京大の誕生によって， そ
の活躍舞台への門戸開放を発見せしめた。 京大建学
の当初から “東大打つベし” の気塊と熱とが， 横溢
していたのであ る 。 その古豪の王座に肉薄せんとす





のだが， ここでは医学部と文学部とを見てみ る こと
にしよう。
「学部長戸田正三博士の衛生学に於け る， 辻 寛
治教授の内分泌におけ る ， 松尾 厳教授の胆石病研
究における ， 真下俊一教授の心臓における， 鳥潟隆
三教授の煮沸沈澱における， 清野謙次教授の生体染
戸 間 正 三 博士
377 
1 997 . 1 1  号外
色におけ る ， 岡村秀一教授の子宮癌における， 星野
教授の前庭迷路における ， 等々（あげればまだいく
らもあ る ）の研究は， いづれも独創斬新， 質量共に
他の追随を許さず， 京大医学部をして， 西の大本山
たらしむる に充分だ。 のみならず， 日本の医学をし
て世界一流の水準にまで進出せしめた動力の主要な




















学部が， 久しく斯界の覇を唱えたものであ る が， そ
れらの巨星連が相次いで名誉教授となって現役から
退いても， 西域学に学部長の羽田 亨博士等があっ




東洋史学と と もに， 哲学もまた， 京大の誇りであ
る。 r善の研究』 で一世の青年をひきつけた西田幾
多郎博士は停年で引退したと はいえ， 高弟田辺 元
博士があって深遠無比な数理哲学を講じ， また山内
得立教授あって新しき現象学を唱導し東大の沈滞に
比して一歩先んじている こ と は否定できない。 その
他考古学の浜田耕作博士（前文学部長）等々の権威




「以上を通観して感じる こ と は， 居眠りしている
． ような京都の風物と は， 似もつかぬ清新活発な異色
ある学風を， 京大が特色と している こ と だ。 東大に








りし歴史を無視する こ と はできない。 」
． 
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西 田 幾多郎 博士
結局， こ うした知的 ジャーナリズムによる京大評
価は， たえず東大と の対比において語られていると
こ ろにー特色があると いえよう。 しかも東大や「政
府」に対抗する存在と して京大が期待されている こ
と が強くうかがえる。 今日， 一方ではそうした「生
気楼 刺さ」 が失なわれつつ あ るように感じられる
し， 他方では京大論はなお こ うした「構図」によっ





戦前の京大 に お け る 博士学位
京都大学が最初 に博 士学位 の 授与に関わったの
は， 京都帝国大学創設後問もない明治32 (1899 ） 年
のことで、あった。 この年， 難波 正以下5名が工学
博士の学位を， また猪子止文之助が医学博士 の学位
を授与されている。 翌 33年の学位授与は理学博士 1
名 の みであったが， 34年には法学博士10 名を筆頭
に， 医学・工学博士各3名， 理学博士2 名， 計18名
の博士が一挙に誕生している。 注 目 すべきは， 以上
の25名のうち24名までが京都帝国大学分科大学の教
授であり， 残る 1 名も後に教授となっていることで
ある。
旧制大学時代のわが国の学位制度の歴史は大正9
(1920 ） 年を境に二つの時期に分けられる。 まず明










以上のうち京大が関与するのは第1 ， 第2 と第4
の手続きによる学位授与であるが， それらは実際に
どの程度の数に上ったのであろうか。 『京都帝国大
学一覧 ・ 昭和7年』の学位録によると， 明治32年か
ら大正9年までの21年間（以下第1 期と呼ぶ） に京
大が授与に関係した博士学位の総数は313件（年平
均15件） である。 これを分野別に見ると， 医学博士
が191 件 （61% ） と 圧 倒 的 に 多 く ， 以下， 工学
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文博士とがほぼ相半ばしており， 工学博士では2 対





著し く 高い（梶田明宏「学位に関する統計J， 『東京
大学史紀要』第5号， 1986年参照） 。 特に明治期 の
京大では， 医学博士を例外として， 分科大学教授に
対する総長推薦の学位授与が圧倒的な比重を 占めて
いた。 ここで留意してお く べきは， この時期 の京大
教授のすべてが京大で学位を得たわけではないこと ． 




究』第9 号， 1992年参照） 。
さて， 上述の学位制度は， 大正9 年の第3次学位
令によって大幅な変更を受けることになる。 すなわ
















干iJ r京都大学学位録』参照） ， 総数2 ,686件（年平均
128件） であり， 第 1 期に比べて8倍以上に激増し
ている。 分野別では， 医学博士が2 , 197件（82%)
と一層比重を増しており， 以下， 理学（214） ， 工学





学 (18） の順になっている。 第2 期には， 医学のほ
か理学や工学でも学位取得者の中で学外者が圧倒的
多数を 占めるようになるが， 文 ・法 ・ 経の各分野で
は京大の教官がなお全体の40 ～50 % を 占めていた。
また昭和期に入ると， 第1 期から論文博士の比率が
380 






京都帝国大学 に お け る 祝日の変遷
京大の創立記念式典は何月何 回 か， と問われた
ら， 京大関係者のほとんどは6月18日， とためらわ
ずに答えるであろう。 しかし， 戦前期においては，
こ の日に式典が聞かれる こ とは必ずしも自明の事実
ではなか っ た。 京都帝国大学における創立記念祝日
の変遷は次のとおりである。
①1898 （明治31） 年6月 ： 6月18日に決定
②190 4 （明治37） 年 9 月 4月 1 日に変更
③1911 （明治44） 年6月 ： 3月 1 日に変更
④1922 （大正11） 年 2 月 ， 6月18日に変更
⑤1925 （大正14） 年5月 ： 5月第3日曜を祝日
に追加






こ の日に設定するのは自然であろう。 1 つめの疑問
は， ②への変更の理由である。 推測するに， どうや
ら こ れは当時の学期のあり方と関係がありそうであ
る。 当時の大学の学年は 9 月始まりで， 京大では秋
季 （7 月11日 ～ 1 月20 日） 春季 （ 1 月21日 ～ 7 月10
日） の 2 学期制をと っ ていた。 そうすると6月中旬
は学年末の試験期間に当たる こ とになり， 式典ど こ
ろではない， というわけである。 実際， 各分科大学
長 （現在の学部長に相当） より総長宛に「毎年六月
中旬以降ハ卒業試問及 ヒ学科試問ノ多ク有之候時期
ニテ教官学生共ニ心中平時ニ無之・ ・ ・ －大学ノ最祝典
モ真ノ祝意ヲ表スノレニ至ラサノレ憾少ナカ ラス」 とし
て日時の変更を求める上 申 が 出されている。 こ のよ
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次の疑問は③への変更の理由であるが， 実はよく
分からない。 3月 1 日という日の根拠は， 当時の大
学を規定していた根本法令である帝国大学令の公布
日である こ とは間違いない （東京帝国大学も3月 1
日を祝日としていたい しかし， なぜ1911年という
時期に変更にな ったかという点は， 残念ながら明確
な史料が見つか っ ていない。 御教示いただければ幸
いである。
一方， ④に変更になっ た理由は明解である。 こ の
前年の1921年から， 大学の学年は現在の形である4
月始まりに改定されており， ち ょ うど②のケースと
同じ状況が再び 出現したのである。 当時の史料に ． 
は， 記念日変更の理由として， 「従来ノ記念日三月
一日ハ本年度 ヨ リ学年末試験時期ニ際スルヲ以テ本
学開設ノ勅令公布ノ日 （六月十 八日） ニ変更セント
ス」とある。
つまり， 記念祝日が何回も変更にな っ た大きな理













画に加わ っ た園遊会の開催という こ とがその理由で





京都帝国大学 に お け る 祝 日 の 変遷 （続）
前項では， 京都帝国大学の記念祝 日 が何回かの変
化を経て， 19 22 （大正11）年に6月18日に決まるま
での経緯を追 っ てみた。 その文章の最後に， 19 25
（大正14）年に5月第3 日曜が祝日に追加されたこ






という希望が 出されるようにな っ たらしい。 19 24
． （大正13）年の史料によれば評議会で 「学生ノ記念
祝賀会挙行ノ希望ヲ許可」したとある。 その結果，
この年6月18日， 農学部グラ ウ ン ドで教官， 職員，
学生， 卒業生等の親睦を図るための「大懇親会」が
挙行されたのであ っ た。 当日は， 模擬店が 出て弁当
やおでん， 酒などが振る舞われ， 余興や福引等も行
われるなど園遊会とい っ てよい形式のものだ‘ っ た。
余興とい っ ても本格的なもので， 舞台をしつらえて
尾上松之助による芝居なども披露され好評を博した
ようだ。 学生の側， と書いたが， 大懇親会を主催し






好評だ っ た上記の園遊会は， 翌 年も催される計画




か， 19 25年から1 か月繰り上がっ て5月の第3 日曜
を祝 臼 とすることになっ たのである。 ちなみに6月
18日の創立記念日にはこの年以後も従来どおりの講
演会が行われており， いわば行事の棲み分けが始め
られたのである。 19 25年といえば， 京大では学会や
講演会開催の場としての楽友会 館が完成した年であ
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大だ‘ っ たのは19 31 （昭和6）年だ、 ったようである。
この年には， 日活による時代劇の上演や吉本興業の





われる。 このように5月第3 日曜の園遊会は， イ
メー ジとしては創立記念式典よりも現在の学園祭に



















されるのに先立つて， 同年4月 1 日に京都帝国大学












10 月 7 日の重森三玲の臨地講演会， 同月12日の羽田
亨総長による「帰学を迎ふるの辞」など， 2 か月間
で計10回開催された。
また， 1945年 9 月26日 付の， 学校報国団を新しい
組織に改組すべしという文部次官の指令にもとづ
き， 10 月 1 日に射撃部・銃剣道部・航空部・海洋部




年度協議委員 （1945年10 月 ～46年 9 月）候補者の選
挙が行われることになり， 投票日は同月27日となっ
た。 1942年10 月 1 日の同学会規則によると， 協議委
員の数は各学部正会員500 名までにつき3名， それ
以上300 名を増すごとに 1 名を加え， 候補者は協議
委員の数の2倍を互選し， その中から会長が任命す
ることになっていた。 しかし立候補者が定員に満た
ず （表 1 ）， 投票は行われなかった。 所属も厚生部
表 1 1 945 ・ 46年度協議委 員候補者の立候補者数
A昆 合w I 4 即 ｜ 法 医 工 文 理 経 農定員等 ＼ I 
� 正巳 12 8 12 6 6 8 6 
立 候 補 者 1 6 4 3 1 2 2 1 
（備考） 立候補辞退者は含 ま な い。
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学新聞』1945年11月21日， 46年2 月 1 日， 11日， 3
月11日， r学園新聞』1946年4月 1 日）。 このような





1946 ・47年度同学会協議委員 （46年10 月 ～47年 9
月）は， 46年10 月23日に学生の投票によって直接選
出されることになった。 今回は立候補者が多く， 文
学部以外は投票によって決定された （表2 ）。 また
立候補者 （うち当選者） の所属が社会科学研究会 6
( 4）， 青年 共 産同盟 4 ( 1 ）， 唯物論研究会2










表 2 1 946 ・ 47年度協議委員候補者の立候補者数
竺 部 ｜ 法 医 工 文 理 経 農定員等 ＼ I 
定 8 4 5 4 3 5 3 

























なった。 昭和22年3月の学校教育法や24年 1 月の教
育公務員特例法が， いずれも学長を唯一の職名とし

















8日の評議会決定によるものである。 もっとも， と れ
が直ちに実施されたわけではなく， 7 月6日の評議
384 
1 997 . 1 1  号外
会で， 事務局長より本省との折衝に関する経過報告
があったように， 東京大学の前例に準ずる扱いを認
められるまでにはなお若干の 曲 折を要している。 7
月6日以前はすべて学長名であるが， 7 月20 日の評
議会を瀧川総長名で招集してからは， 本省宛書類も







化は国立大学を 旧 制 7 帝大系の総長， その他は学長
と差別的に取り扱うことに GHQ が難色を示した
ためであり， 本省内にもこれを支持する議論があっ
たらしい。もう 1 人， 学長から総長になった瀧川幸辰
は， 総長と学長は， プレジデン 卜 と訳す以外に適当な
英語が見当たらず， 止むなく GHQ の「横ヤリ」に屈










という辺りにあ っ たと思われる。 制度上の形式は学
長であるが， 実質はすべて総長という複雑な方式は
ここから始まったものであり， 現に昭和40 (1965）年
3月， 大学制度委員会が当時の奥 田 東総長へ学長











周知のとおり， 今年創立百周年を迎え る 京都大学
では， 11月2 日の記念式典を中心に様々な行事が準





都帝国大学における 祝日の変遷」） 。 そしてその祝日
が何回も変更された事情についてもそこで述べたと
おりである 。 このように創立記念祝日とそれに伴う
式典は早 く から行われていた。 行事の中身として
は， 当初はいわゆる儀式のみであったが， 史料によ
る とおそら く 190 5年ごろから， 年によって違いはあ
る が， 講演会を開催したり， 観覧券を要所に配 付し
て学内開放を行ったりする ようになったらしい。
上述のような毎年の式典とは別に， あ る 特定の年
限を区切って大々的に創立を祝う事業の最初は1922
（大正11 ） 年の創立25周年式典であ る 。 「25」とい
う数字を区切りと見る 考え方はおそら く 西洋式の紀
年の導入とともに採り入れられたものであろう。 京
大でも創立後しばら く する と， 欧米の大学の 「百年
祭」「五百年祭」等に招待される ことが多 く なって
く る が， 自らの大学でも同様の式典を， という思い
が構成員に強 く なったとしても不思議ではない。 ち
なみに東京帝国大学では， 一足先に190 2年に 「大学
創立二十五年紀念式典」が計画されていた（ただし
理由は不明だが， この式典は挙行されなかったらし
い） 。 さて記念行事の中身だが， 久遁宮邦彦王・多
嘉王を招いた式典のほか， 勤続者表彰， 記念講演，





的な位置を 占めた（「京都帝国大学におけ る 祝日の
変遷（続） 」） ように現在まで続 く 行事がい く つか25









談のみ行い， 大規模な記念祝賀式は10 月下旬（25 ～




る 。 70 周年式典や今回の百周年式典もこの時の決定
を踏襲している わけであ る 。 その祝賀行事の中身と
しては， 当該時期の授業を休止した上で， 農学部グ
ラ ウ ン ドでの記念祝賀式に始まり， 学内開放， 講演
会の開催のほか， 映画の上映， 美術や京大の歴史の























そ の次の記念事業は1967 （昭和42） 年の70周年




し， こ こ では詳細は述べない。
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創立記念事業にはいろいろな意味 付けが可能だろ
う が， 大学の歴史と未来を考える好機であることは
間違いない。 「100」とい う 初めての大きな区切りを
迎 え るに あ たって京大が自 ら の歴史をど う 考 える
か， 大きな課題だといえよ う 。
（西山 伸）
京大広報
京大 に お け る 中 庭
写真1 は京大の本部構内にかつてあった法科大学
の庭園である（1910 年代）。 この庭園が， やがて建
てられた法経の「赤レンガ」の中庭に継承されるこ
とになる。 今では京大で も 数少なくなった中庭の光
景だが， 歴史的に見ると戦前の帝国大学にはよく見
られた も のであり， 京大 も その例外で、はなかった。
戦前の高等教育機関の建物配置にはいくつかの型
があるという（以下の記述は宮本雅明 「日本の大学
キャンパス成立史』九州大学 出版会， 1989年， を参






見ても 適切なも のといえた。 図1 の第四高等学校は
その代表であり， 京大の正面に位置していた第三高
等学校（図2 ） も 並列型であった。 この型は， 敷地
面積が比較的小さくてすむ合理性を も ち， 特に大正
期に限られた予算内で地方に急速に増設される旧制
高等学校や専門学校はほとんどが並列型をとり， 建
築その も の も 木造で装飾性を排して画一化していく
ことになる。
他方， も うひとつ中庭型と呼ばれるプラン も あ












京大において も ， 本格的に本部構内の整備が始
まった大正期あたりから戦後の1960 年前後にかけ











子 ）。 確かに中庭型の建築は， 常国大学の権威性を
感じさせる一面も 持つが， 一方では学術研究に不可
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表2 卒業記念植樹部局別 内 訳
A B c 言十
工 9 12  1 1  32 
農 1 1 2 4 
医 13  。 1 1 4  
言十 23 13 1 4  15  












そもそも， 記念植樹という習慣がどれ く らいの歴
史をもつものなのか不勉強のためよ く 知らないのだ
が， 成長してい く 樹木を見ることによって植樹以来
の年月を実感できるところが単なる記念碑とは異な
る点であろう。 また， この習慣が近代の学校現場に











工 農 医 言十
1910年代 0 (0) 0 (0) 1 (O) 1 
20年代 3 (1 )  1 (O )  0 (0) 4 
30年代 1 (0) 0 (0) 0 (0) 1 
40年代 3 (1)  0 (0) 0 (0) 3 
50年代 0 (0) 0 (0) 8 (0) 8 
60年代 9 (5) 0 (0) 3 (0) 12  
70年代 2 (2) 0 (O) 0 (O) 2 
80年代 3 (3) 1 ( 1 )  1 (0) 5 
90年代 0 (0) 0 (0) 0 (0) 。
（ ） 内 は 卒業後一定年数を経て植樹











医 薬 胸 短 計
1960年代 1 。 。 。 1 
70年代 1 。 。 。 1 
80年代 4 。 4 3 1 1  
90年代 3 2 1 。 6 
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